
 

 

11 月５日 茨城県南部の地震 

震央分布図（1988 年 10 月以降、深さ 0～120km、M≧4.0）

領域ａ 

 今回の地震は1998年３月８日（M4.6、最大震度４）の地震と同一観測点における波形が非常によく似

ている。また、詳細な解析結果によると、フィリピン海プレートと陸のプレートの境界に位置する、ほ

ぼ同じ場所が破壊されたものと考えられる。 

このほかにも、今回の地震の震源付近（領域ａ）では、1989年２月19日（M5.6、最大震度４）と2005

年２月16日（M5.3、最大震度５弱）の地震など、相似地震がいくつかのグループに分類されている。こ

れらの累積すべり量から推定されたすべり速度（年間約２～５cm）は、この付近のフィリピン海プレー

トの沈み込み速度（年間約２～３cm）と矛盾しない。 
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フィリピン海プレートと陸のプレートの境界で発生したいくつかの相似地震 
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領域ａ内の地震活動経過図 

同シンボルがそれぞれ相似地震 

（参考）各グループの累積すべり量グラフ
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※平均すべり速度 

Ａ 4.1cm/年、Ｂ 4.4cm/年、Ｃ 3.4cm/年、Ｄ 5.0cm/年、 

Ｅ 1.9cm/年、Ｆ 3.4cm/年、Ｇ 2.8cm/年 

波形の比較（上下動成分）

①1998年３月８日M4.6，②2010年11月５日M4.6

① 

②

10 秒間 
0.01cm

震度観測点名：益子町益子 

① 

②

10 秒間 
0.01cm

震度観測点名：久喜市下早見 

※95 型震度計の加速度波形を 59 型地震計（変位波形）相

当に変換したもの） 
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